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3２ 植物利用による畜舎排水の処理利用技術
課題名 分類 ③

畜舎内汚水耐性植物の選定

試験研

究年次

２～３年（継続）

Ｉ目的

植物の浄化機能及び蒸散能力を検討し、自然生態系を利用した畜舎汚水
の処理利用技術を確立する◎

Ⅱ試験方法が，～

１汚水耐性植物の検索
ｑ

(1)供試植,物キシ,ニウスズメノヒエ、チクゴスズメノヒエ、セイタカア
ワダチソウ、ハナショウブ、ショウブ、オオフサモ、アシ
ガマ、フトイ、ギョウギシバ

（２）調査期間２年５月～８月．‘

(3)調査方法グロスキャビネット内（２５℃）でポット栽培。
（４）調査区分場内､畜舎汚水処理液（汚水濃度ＢＯＤで約１，０００ｍｇ／i）

同上２倍希釈液

同上４倍希釈液

（５）調査項目生育'状況、汚水濃度
２検索植物の蒸散能力検定

（１）供試植物試験１で選定した植物．

（２）調査期間２年９月～３年２月

（３）調査方法グロスキャビネット内（２５℃）でポット栽培（汚水濃度
ＢＯＤで約１，０００ｍｇ／Ｉ） ◎

、

蒸散量は汚水槽、汚水、植物の重量変化で算出。

Ⅲ

（４）調査項目草丈伸長量、葉面積、乾物生産量、蒸散量、汚水濃度

主要成果の概要

２５℃ の温度条件下で汚水耐性及び蒸散能力が優れている植物は、キシュ
ウスズメノヒエ●チクゴスズメノヒエ、オオフサモの３種であり、特に、

これらの植物の蒸散能力は、自然蒸散に比べ約３～４倍となり、植物利用の
有効性が確認された。

１汚水耐性植物は、キシュウスズメノヒエ、チクゴスズメノヒエ、オオ
フサモ、ギョウギシバ及びフトイの５種であり、ＢＯＤで約１，０００ｍｇ／Ｉの汚
水中で約２カ月間良好な生育を示した。
２耐性植物の

＞

ワ ち、草丈の伸びが最も優れたのはギョウギシバである◎

３蒸散能力は、チクゴスズメノヒエ、キシュウスズメノヒエ、オオフサ
モの順に優れている。

４フトイは、汚水耐性があり蒸散能力も高いが、増殖に難がある◎
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表供試植物の汚水耐性

ＢＯＤ１，０００ｍｇ／１キシユウスズメノヒエ、チクゴスズメノヒエ、オオフサモ

生育可能植物ギョウギシバ、フトイ
ー一一一一ーー－－ーー一一一ｰ一一一一一一＝‐－ー＝ー＝＝－－一一一一ーーー＝ーｰ一一‐ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー‐ｰ一つ~‐一一一一一一ーー＝＝＝ーーーー＝ーー

BＯＤ２５０ｍｇ／１セイタカアワダチソウ、ハナショウブ、ショウブ

第２表検索植物の草丈推移（ｃ、）

開始時１週目２週目３週目４週目

キシュウススﾞメノヒエ４７４４６０７０５７

チクコ・ススﾞメノヒエ５９５３７１８５９１

ｵオフサモ２３２３３４４５４５

キﾞヨウキﾞシハ・４２４１６４７３８５

第３表検索植物の生育状況

試験開始時試験終了時

項目葉面積生草乾物茎数葉面積生草乾物茎数

草種茎葉茎葉根茎葉茎葉

ｃｍ２ 本ｃｍ２ｇｇｇ本ｇｇｇ

キシユウススﾞメノヒエ３，５５８５１６１３０７４６５０８，３９９１，７３８４２３２２０１，００８

チクコﾞススﾞメノヒエ７，０９０６４７１３２８２５１４１０，８６７１，９７３４０１２７０７５３

オオフサモ３７９５０７７７１０２１０１，０１６１．３６１１８６６６５８５

キﾞヨウキﾞシハﾞ３９８１５８５２４９４９４８９６４７７１８２８０５８７

フトイ１２，６８５９１３３５０８０４５４

注）①試験開始時の測定値は推定値

②測定値は 縦６８ｃｍ横４０ｃｍの汚水槽内当たりの数値

第４表検索植物の蒸散能力（ｋｇ／ｍ２）

１週目（１日当たり）２週目３週目４週目（１日当たり

キシヱウススﾞメノヒエ２０（２．８）１３２４２９（４．２）

チクコﾞススﾞメノヒエ１８１７（２．６）２４３３（４．８）

ｵオフサモ２１（３．１）１３２１２２（３．２）

キﾞヨウキﾞシハﾞ１１７（１．６）８８（１．２）

フトイ６３（９．１）４１３３２３（３．４）

自然蒸散１８（２．５）１１１４１１（１．６）

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

）

選定植物による畜舎排水の処理利用は、２５℃の温度条件下で、ＢＯＤ渡

度が１，０００ｍｇ／ｌ程度の汚水処理液に有効である｡

Ⅵ．今後の研究上の問題点

１温度変化における肥料成分吸収能力と水分蒸散能力の検討

２塩類に耐性のある植物の検索

Ⅶ資料名２年度福岡県農業総合試験場畜産研究所試験成織書

－３３３－


